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俳
諧
は
集
団
性
に
深
く
根
ざ
し
た
文
芸
で
あ
り
、
そ
の
文
学
的
研
究
と
俳
壇
的
研
究
と
は
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
。

　

本
書
は
主
と
し
て
後
者
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
元
禄
時
代
の
各
俳
書
か
ら
入
集
者
と
各
句
数

を
一
覧
化
し
、
索
引
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
人
が
ど
の
俳
書
に
何
句
を
採
ら

れ
て
い
る
か
、
誰
の
歳
旦
帖
に
参
加
し
て
い
る
か
、
連
句
で
は
誰
と
一
座
し
て
い
る
か
が
一
目
瞭

然
と
な
る
。

　

扱
う
期
間
は
、
芭
蕉
が
「
野
ざ
ら
し
」
の
旅
に
出
た
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
、
芭
蕉
の
高

弟
で
あ
る
其
角
・
嵐
雪
が
没
し
た
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
ま
で
の
二
四
年
間
。
八
〇
〇
余
の
書
目

に
、
お
よ
そ
二
二
、〇
〇
〇
人
の
俳
人
が
登
場
す
る
。

　

さ
ら
に
、
本
書
の
前
の
時
代
を
扱
う
今
栄
蔵
編
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
平
成

元
年
刊
）
索
引
を
も
併
収
し
、
Ｃ
Ｄ
版
で
は
住
所
・
姓
氏
・
職
業
な
ど
の
肩
書
検
索
を
可
能
と
し
た
。

　

そ
も
そ
も
俳
諧
は
、
大
名
の
よ
う
な
貴
顕
か
ら
遊
女
・
物
乞
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
職

業
・
階
層
を
巻
き
込
ん
で
展
開
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
自
体
、
近
世
史
研

究
の
大
き
な
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浮
世
草
子
作
者
や
歌
舞
伎
役
者
の
多
く
が
俳
諧
に
携
わ
り
、
そ
れ
が
人
的
交
流
や
作
品

の
内
容
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
る
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
近
世
文
学
研
究
の
各
分
野
で
本
書
が
威
力
を

発
揮
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

俳
諧
研
究
に
お
け
る
利
用
価
値
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
江
戸
時
代
の
理
解
に
欠
か
せ

な
い
一
書
と
し
て
、
本
書
が
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

●
二
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
全
国
に
分
散
す

　

る
俳
諧
書
の
所
在
を
確
認
・
調
査
。

　

そ
の
書
誌
的
事
項
を
ま
と
め
、
各
書
目
に
入

　

集
す
る
俳
人
と
そ
の
句
数
を
五
〇
音
順
に

　

整
理
し
た
。

●
収
録
範
囲
は
、
芭
蕉
が「
野
ざ
ら
し
」の
旅
に

　

出
た
貞
享
元
年（
一
六
八
四
）か
ら
、芭
蕉
の
高

　

弟
で
あ
る
其
角
・
嵐
雪
が
没
し
た
宝
永
四

　

年（
一
七
〇
七
）ま
で
の
二
四
年
間
。

●
扱
う
書
目
は
約
八
〇
〇
点
、
登
場
す
る
俳
号

　

は
二
二
、〇
〇
〇
名
、の
べ
九
一
、〇
〇
〇
名
。

●
第
三
巻
と
し
て
、
俳
号
索
引
（
書
籍
・
Ｃ
Ｄ
）・

　

肩
書
索
引（
Ｃ
Ｄ
）を
収
録
。

●
本
書
の
前
の
時
期
を
対
象
に
し
た
今
栄
蔵

　

編『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』（
中
央
大
学
出
版
部
、

　

平
成
元
年
刊
）
の
索
引
も
加
え
、
俳
諧
研
究
の

　

基
本
的
・
総
合
的
な
文
献
と
し
た
。

元
禄
時
代
俳
人
大
観

大
名
か
ら
遊
女
ま
で

総
数
二
二
、〇
〇
〇
人
！

近
世
人
が
嗜
ん
だ
俳
諧
を
知
る
た
め
に

大
名
か
ら
遊
女
ま
で

総
数
二
二
、〇
〇
〇
人
！

近
世
人
が
嗜
ん
だ
俳
諧
を
知
る
た
め
に

俳
諧
研
究
の
み
な
ら
ず
、近
世
文
化
研
究
に

必
備
の
人
名
目
録
。付
俳
号
・
肩
書
索
引
。

浮
世
草
子
作
者
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歌
舞
伎
役
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・
村
人
・
商
人
な
ど
、

階
層
・
職
業
・
地
域
を
越
え
た
交
流
が
明
ら
か
に
。

俳
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世
文
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必
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の
人
名
目
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浮
世
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作
者
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歌
舞
伎
役
者
・
村
人
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商
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ど
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階
層
・
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越
え
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交
流
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。
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本
書
の
収
め
る
期
間
は
今
栄
蔵
氏
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
を
享
け

て
、
貞
享
か
ら
宝
永
四
年
（
一
六
八
四
〜
一
七
〇
七
）
ま
で
。
こ
こ
に
近
世

前
期
の
俳
壇
の
全
貌
が
初
め
て
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
今
氏
の
『
大
観
』
を
も
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
の

人
名
が
索
引
化
さ
れ
る
由
で
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
筆

者
は
談
林
俳
諧
に
若
干
の
興
味
を
持
つ
者
で
あ
る
が
、
現
今
の
辞
典
類
で

は
ど
う
し
て
も
蕉
風
中
心
に
編
ま
れ
が
ち
で
、
他
は
簡
略
な
場
合
が
多
く
、

俳
諧
専
一
で
な
い
筆
者
な
ど
は
難
渋
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
周
知
の
通
り
、
近
松
に
し
て
も
西
鶴
に
し
て
も
、
こ
の
期
の

芸
文
に
携
わ
る
人
々
は
俳
諧
か
ら
入
る
か
、
も
し
く
は
俳
諧
を
嗜
む
事
例

が
多
か
っ
た
。
こ
の
度
公
刊
さ
れ
る
該
『
大
観
』
を
繙
く
と
、
前
代
か
ら

の
有
力
俳
人
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
浮
世
草
子
作
者
で
も
あ
る
青
木
鷺
水
や

北
条
団
水
・
藤
岡
月
尋
・
雲
風
子
林
鴻
咄
本
、『
囃
物
語
』
の
作
者
高
田

幸
佐
、
西
鶴
に
関
係
す
る
伊
丹
の
岡
嶋
三
紀
や
安
平
次
幸
方
等
々
に
、
た

び
た
び
出
あ
う
は
ず
で
あ
る
。
赤
穂
義
士
と
し
て
著
名
な
大
高
子
葉
（
源

五
）
の
作
句
活
動
や
、
蕉
門
で
あ
り
な
が
ら
大
垣
藩
士
で
あ
っ
た
た
め
に

義
士
と
深
く
関
わ
っ
た
中
川
濁
子
の
精
力
的
な
活
動
に
も
気
づ
く
は
ず
で

あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
殆
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
多
く
の
作
者
を
も
、

こ
の
『
大
観
』
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
近
世
の
研
究
者
必

携
の
書
と
し
て
推
薦
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
大
妻
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
世
文
学
）

本書を推薦します組見本

江
本
　
裕

　 え
　
も
と
　

ひ
ろ
し

　

よ
こ
　
た

　

ふ
ゆ
ひ
こ

　

　
今
栄
蔵
編
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
が
刊
行
さ
れ
て
二
〇
余
年
、
そ
の

続
編
と
し
て
、
蕉
門
時
代
を
網
羅
す
る
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
。
本
書
に
よ

っ
て
、
二
二
、〇
〇
〇
人
が
そ
の
俳
名
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
書
と
あ
わ
せ

た
索
引
（
第
三
巻
）
に
よ
れ
ば
、
四
〇
、〇
〇
〇
人
に
達
す
る
と
い
う
。

　
綿
密
に
採
録
さ
れ
た
肩
書
き
等
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
俳
諧
史
に
名

を
残
す
よ
う
な
俳
諧
師
た
ち
と
は
別
に
、
村
落
文
書
の
中
に
出
て
く
る
村

人
と
一
致
す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
、
戦
後
近

世
史
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
、
農
業
経
営
の
主
体
で
あ
り
、
訴
願
を

し
、
村
落
自
治
を
担
っ
た
村
人
た
ち
の
も
う
一
つ
の
顔
で
あ
る
。
そ
う
し

た
各
地
域
の
俳
人
た
ち
は
、
俳
諧
師
た
ち
の
旅
を
通
じ
て
、
東
北
か
ら
九

州
ま
で
全
国
に
広
が
り
、
様
々
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
い
く
つ
も
の
俳
書

の
重
な
り
が
そ
の
分
厚
さ
を
示
す
。
し
か
も
俳
書
で
は
、
卓
越
し
た
思
想

家
や
文
芸
作
者
が
送
り
手
と
な
り
、
庶
民
は
受
け
手
（
読
者
）
で
し
か
な

い
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
参
加
者
が
送
り
手
＝
受
け
手
と
も
な
る
。
そ

れ
は
、
下
か
ら
の
「
国
民
文
化
」
形
成
の
最
初
の
段
階
と
い
っ
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
七
世
紀
後
半
に
成
立
す
る
出
版
文
化
の
も
つ
深
さ
と
広
が
り
、
そ
の

文
化
構
造
の
あ
り
よ
う
を
、
具
体
的
な
名
前
を
も
つ
一
人
一
人
の
人
間
を

通
し
て
確
か
め
る
と
い
う
作
業
は
、
文
化
を
社
会
の
中
に
据
え
て
考
え
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
京
都
橘
大
学
文
学
部
教
授
・
日
本
近
世
史
）

横
田
　
冬
彦

　

赤
穂
義
士
も
詠
ん
だ
俳
諧
活
動
を
探
る

村
落
文
書
に
見
え
る
村
人
の
も
う
一
つ
の
顔

〔
調

和

点

取

帖
〕
稿
本
。
元
禄
八
乙
亥
歳
六
月
十
日
切
／
清
書
所
（
奥
）。
点
取
帖
。
岸
本
調
和
点
。
巻
子
本
一
巻
。
佐
藤
勝
明

蔵
。
冒
頭
一
句
分
ヲ
欠
キ
、
句
引
ニ
ヨ
リ
作
者
ハ
花
丸
ト
判
断
サ
レ
ル
。
孤
�
ノ
部
分
ニ
モ
切
リ
継
ギ
ガ
ア
リ
、

四
句
分
ノ
欠
ト
考
エ
ラ
レ
ル
。

発
句

笈

日

記
京
寺
町
二
条
上
ル
町
／
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
。
元
禄
乙
亥
の
秋
八
月
十
五
日
／
洛
の
桃
花
坊
に
お
ゐ
て
校
焉

（
奥
）。
各
務
支
考
編
。
日
記
・
紀
行
・
発
句
・
連
句
・
俳
文
集
。
半
紙
本
三
冊
。
元
禄
乙
亥
の
秋
七
月
十
五

日
／
支
考
自
序
。
綿
屋
文
庫
他
蔵
。『
古
俳
大
系

蕉
門
俳
諧
集
一
』
等
ニ
翻
刻
。

発
句

へ
り
こ
ゝ
に
一
夜
の
眺
望
…
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鹿

島

詣

考
散
逸
書
。
洒
竹
文
庫
ノ
「
震
災
焼
失
本
目
録
」
ニ
「
樗
堂
自
筆

貞
享
四

完
一
」。

〔
野

さ

ら

し

紀

行
〕
自
筆
稿
本
。
自
筆
自
画
本
ハ
貞
享
四
年
頃
成
。
松
尾
芭
蕉
著
。
俳
諧
紀
行
。
巻
子
本
一
巻
。
和
田
家
御
雲
文
庫

蔵
。『
芭
蕉
全
図
譜
』
等
ニ
影
印
・
翻
刻
。
芭
蕉
自
筆
ノ
初
稿
本
（
綿
屋
文
庫
蔵
）、
濁
子
ガ
清
書
シ
タ
画
巻
本

（
三
康
図
書
館
蔵
）
等
ノ
諸
本
ガ
ア
リ
、
風
国
編
『
泊
船
集
』（
元
禄
十
一
年
奥
）
ニ
モ
収
メ
ラ
レ
ル
。

発
句

伊勢

斐

杉
刊
記
ナ
シ
。
貞
享
年
間
ノ
刊
行
カ
（
綿
屋
目
録
）。『
俳
文
学
大
辞
典
』
ニ
「
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
以
前
の

成
立
か
〈
弘
氏
没
年
か
ら
推
定
〉」、『
俳
書
集
成
』
ノ
「
解
題
」
ニ
「
書
物
の
状
況
は
貞
享
期
の
外
の
俳
書
に

通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
」ト
記
サ
レ
ル
。
闘
雀
庵
雷
枝
編
。
発
句
・
連
句
集
。
半
紙
本
一
冊
。
雖
設
門
正
英（
序
）。

綿
屋
文
庫
蔵
。『
俳
書
集
成
』
８
ニ
影
印
。

�
両
吟
歌
仙
〔
才
麿
１８
―
西
吟
１８
〕

�
両
吟
歌
仙
〔
西
吟
１８
―
才
麿
１８
〕

�
両
吟
歌
仙
〔
嵐
雪
１８
―
西
吟
１８
〕

�
両
吟
歌
仙
〔
西
吟
１８
―
嵐
雪
１８
〕

�
両
吟
歌
仙
〔
西
吟
１８
―
一
晶
１８
〕

�
三
吟
歌
仙
〔
一
晶
３３
―
蘭
舟
３３
―
西
吟
３３
―
筆
１
〕
ひ
と
ゝ
せ

百
丸
・
鬼
貫
の
と
は
れ
し
は
西
吟
さ
く
ら
の
花
の
伏
所
な

り
こ
と
し
其
あ
る
し
住
う
く
て
う
か
れ
た
る
に
は
あ
ら
て

む
さ
し
の
爰
に
ま
ふ
で
来
り
ぬ
…

ち
り（
千
里
）

�

芭

蕉

��

蓑虫記・寝さめ廿日・鹿島詣考・〔野さらし紀行〕・伊勢斐杉
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〔調和点取帖〕（佐藤勝明所蔵）
　調和は延宝頃（1673-81）から江戸で活躍した俳諧宗匠。
本点は寄せられた十題句に調和が加点した元禄８年（1695）
の巻物で、最高点を取った未覚に贈られている。
　この裏には花道の伝書が記されており、子孫は先祖の
栄誉にあまり関心がなかったらしい。

〔伊勢斐杉〕（天理図書館綿屋文庫所蔵）
　貞享頃（1684-88）に伊勢の雷枝が編んだ俳諧撰
集で、現存するのはこの綿屋文庫本のみ。伊勢
の談林俳人が揃って入集する。
　掲出の弘氏は伊勢神宮の外宮権禰宜で、伊勢
俳壇の指導的存在。天和３年（1683）没で、本書
をその年以前の成立とする見方もある。
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